
 

               

 

改正後 現行 

第１ 総論 

１～１０（略） 

１１ （略） 

さらに、児童福祉施設等において、被接種者の

保護者の住所又は居所を確認できないため保護

者の同意の有無を確認することができない場合

の取扱については、「児童相談所長等の親権行使

による同意に基づく予防接種の実施について」

（平成 27年 12月 22日健発 1222第１号・雇児発

1222第５号・障発 1222第２号厚生労働省健康局

長、雇用均等・児童家庭局長、社会・援護局障害

保健福祉部長通知）を参照すること。 

また、被接種者が次に掲げるいずれかに該当す

る場合であって、それぞれに定める者が、被接種

者の保護者の住所又は居所を確認できるものの

当該被接種者の保護者と連絡をとることができ

ない等の事由により、保護者の同意の有無を確認

することができないときは、当該被接種者の保護

者に代わって、それぞれに定める者から予防接種

に係る同意を得ることができる。 

ア～ウ （略） 

 

１２～１９ （略） 

２０ 長期にわたり療養を必要とする疾病にかか

った者等の定期接種の機会の確保 

（１）ロタウイルス感染症及びインフルエンザを

除く法の対象疾病（以下「特定疾病」という

。）について、それぞれ政令で定める予防接

種の対象者であった者（当該特定疾病にかか

っている者又はかかったことのある者その他

施行規則第２条各号に規定する者を除く。）

であって、当該予防接種の対象者であった間

に、（２）の特別の事情があることにより予

防接種を受けることができなかったと認めら

れる者については、当該特別の事情がなくな

った日から起算して２年（高齢者の肺炎球菌

感染症に係る定期接種を受けることができな
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かったと認められるものについては、当該特

別の事情がなくなった日から起算して１年）

を経過する日までの間（（３）に掲げる疾病

については、それぞれ、（３）に掲げるまで

の間である場合に限る。）、当該特定疾病の

定期接種の対象者とすること。 

（２）特別の事情 

ア～ウ （略） 

エ 災害、ワクチンの大幅な供給不足その他これ

に類する事由が発生したこと（やむを得ず定期

接種を受けることができなかった場合に限る。

） 

（３）～（５） （略） 

 

２１～２４（略） 

 

第２ 各論 （略） 
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